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共創シティ・サスティナブルわかやま プロジェクト研究 実施の目的

持続可能な経営のためには、新事業の創出やビジネスモデルの変革が不可欠と
なっています。
気候変動やデジタル技術の革新など社会が大きく変容するなか、社会を見据え、
多様化する顧客ニーズに合わせた新たな価値創造が求められます。

共創シティ・サスティナブルわかやま プロジェクト研究では、

・和歌山市域の発展に寄与する新規事業を構想します。
・事業の根本からアイデアを発想し、理想となる事業構想を構築します。
・SDGsやDXなど最先端分野の有識者から得られる知見とともに社会変化を洞察

し、新たな顧客価値を創造します。
・異業種の企業やパートナーとの知の共有・探索や、コラボレーションによる

事業創出活動を実現します。
・9ヶ月間（2024年1月～2024年9月）の研究会を通じて気づける素養を磨き、価
値創造を担う人材を育成します。
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共創シティ・サスティナブルわかやま プロジェクト研究

和歌山市長
尾花 正啓

和歌山市では、まちなかへの大学誘致や賑わいの拠点づくりなど、

市民の皆様や事業者の皆様との協働を通じて様々な取組を実現してま
いりました。これらの経験から、地域に備わる最も重要な鍵となるの
は「人」だと感じております。

このたび、事業構想大学院大学と連携し、「共創シティ・サスティ
ナブルわかやまプロジェクト研究」を実施し、異なる知見・立場の参
加者との交流により、多様な視点で考え、新しい価値を創出すること
ができる人材の育成を図ります。

この度のプロジェクト研究は、和歌山市、南海電気鉄道株式会社、

事業構想大学院大学の産官学の三者が連携・協力し、「本市の未来を
見据えた新しい事業を構想する人材の育成」を目的に実施されます。
このプロジェクト研究を通じて、市職員の存在次元を再確認・再認

識するとともに、VUCA（ブーカ）時代の様々な課題を公民共創により
チャンスへと好転させ、サスティナブルな本市まちづくりの事業構想
が構築されることを期待しています。和歌山市議会議長

戸田 正人

開講にあたってのご挨拶
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共創シティ・サスティナブルわかやま プロジェクト研究

経営資源分析 長期ビジョン

企業理念 商品開発 広報戦略

顧客分析 人材開発 地域活性

DX SDGs

研究員

A社 新規事業部門

研究員

A社 技術系部門

研究員

 B社 経営企画部 研究員

C社 新規事業部門

ゲスト講師

ベンチャー経営者

ゲスト講師

DX・SDGs有識者

ゲスト講師

第三創業企業

事業構想計画書 人材育成

教授陣

＜研究会のイメージ＞

共創シティ・サステ
ィナブルわかやま
プロジェクト研究

全体概要

１：イノベーションを体系化した唯一のプログラム
本研究会は、事業構想大学大学の事業構想修士課程のカリキュラムのエッセン
スを活かし、テーマに基づき、研究参加者の新たな事業構想と構想計画構築を
行う研究会です。

２：研究員と担当教員・ゲスト講師とのネットワーク
研究会は、異業種の研究員12人で構成されます。1人の担当教授が本研究期間を
通してコーディネートとファシリテーションを行いながら、研究員の知見を高
めながら推進していきます。また、本学がネットワークを有する、 SDGsやDXな
どの最先端分野における第一人者（官公庁・有識者・実践者・学術者・起業
家）から、ゲスト講師を招聘し、 イノベーション支援を行い、自社の業界領域
を超えた、新たな価値創造を加速します。

３：「研究員」の資格を付与
プロジェクト参加者は、事業構想大学院大学附属の事業構想研究所 研究員の資
格が付与され、大学院の知やネットワーク、施設を活用できます。研究員は非
常勤（雇用関係なし）で、日常の仕事に就きながら、研究会に参加します。



3

共創シティ・サスティナブルわかやま プロジェクト研究

本プロジェクトのカリキュラムとして、事業構想計
画をアウトプットとした、発・着・想、構想案、フ
ィールドリサーチ、事業構想計画、コミュニケーシ
ョンなどをプロセスとして研究しながら、研究員
（本研究への参加者）の策定する事業構想計画の実
現性をともに画策していきます。
研究員である皆様と、事業構想ノウハウを持った教
授陣・研究の第一人者をゲスト講師として招聘し、
三位一体となったプロジェクトを執り行います。

事業構想大学院大学とは
新事業の開発を目的としたカリキュラムを実施する大学院大学。教授陣がイノ
ベーションに関する豊富な知識や方法を提供し、事業評価や計画を精緻に策定
します。顧客開発や経営・構想計画について学び、経営資源を活用した実現性
と独自性の高い事業計画を構築します。

事業構想計画書
プロジェクト研究や大学院カリキュラムを活かした構成で、定例研究会を中心
に個別指導を受けながら、各研究員が事業構想計画を策定します。

事業構想計画作成にあたって
• 各研究員が、1点以上策定する。
• 構想計画には下記の項目が入っていることを推奨する。

1.基本構想
概要、社会的背景、自社の新たな知財、基本的な事業構造

2.プロダクト開発構想
コンセプト／市場性／価格戦略／製造・仕入れ構想／ブランド戦略／
差異化／フィールドリサーチ（顧客インサイト分析）

3.営業、販売構想計画
販売構想（チャネル・販促）／普及・維持構想／フィールドリサーチ 

4.事業組織構想
組織・人事構想 

5.資金構想計画
概算資金計画 

6.マーケティング・コミュニケーション戦略
プロモーション戦略／広告・広報戦略／コミュニケーション戦略 

7.想定される障害と対策 
8.スケジュール 
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事業構想大学院大学事業構想研究所の研究員

下記の通り、事業構想大学院大学事業構想研究所のプロジェクト研究員の立場
が付与されます。

研究修了証

名刺研究員証

データベースの活用

大学図書館の活用

サロン・学内環境の活用

アルムナイ

個別相談
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事業構想大学院大学事業構想研究所の研究員

事業構想スピーチ

年間40回  各回2時間

各界を代表するキーパーソンから最先端ビジネスモデル・社会モデルを学

び「発・着・想」を得て、自身の構想に役立てる。

共同研究会

年6回

研究会の枠を超えて他社・他研究会と意

見交換を行い共創。担当教員以外の教員

や他県の研究員から構想へのフィードバ

ックを得る。

これまで累計200名以上が登壇。多彩なゲスト教員からヒントを得る

革新経営者 創業経営者 新規事業責任者

ITビジネスリーダー都市計画専門家 建築家

先端企業経営者 先端分野研究者

地域活性･実践者

ブランドマネージャ-

クリエイター

社会起業家

修士課程院生、修了生や他のプロジェ
クト研究員、修了生と繋がるイベント。
ネットワーキングのみではなく、自身
の事業構想のフィールドリサーチ先を
獲得することができる。

クロスネットワーク
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※各回の会場については、変更の可能性もありますので、変更があれば、参加確定者に別途にご案内いたします。
※上記は予定であり、内容やスケジュールは変更になる場合があります。

※研究員の事業構想計画の内容や進捗によっても、担当教員等の判断により講義内容を変更する場合があります。 

時間 場所 テーマ・内容 目標

1 1/15（月） 14:00～18:00
和歌山市民図書館
多目的ルーム

オリエンテーション、自己紹介 各自の経験・問題意識・パッションを共有し、学習意欲を深める

2

3

4 1/23（火） 14:00～18:00
和歌山市民図書館
多目的ルーム

事業構想と発着想 事業構想の「発着想サイクル」について、理解を深める

5 2/6（火） 14:00～18:00
和歌山市民図書館
多目的ルーム

社会課題トレンド 事業構想の原点となる「社会トレンド」について、理解を深める

6 2/20（火） 14:00～18:00
和歌山市民図書館
多目的ルーム

アントレプレナーシップ 事業構想の原点となる「資源ベース」について、理解を深める

7 3/5（火） 14:00～18:00
和歌山市民図書館
多目的ルーム

サスティナブル①（外部講師） 有識者からサスティナビリティを学び、自身の事業構想に役立てる

8 3/19（火） 14:00～18:00
和歌山市民図書館
多目的ルーム

サスティナブル②（外部講師） 有識者からサスティナビリティを学び、自身の事業構想に役立てる

9 4/15（月） 14:00～18:00
和歌山市民図書館
多目的ルーム

中間発表① 筋の良い事業構想テーマの設定と、共感性高い解決仮説を提示する

10 5/7（火） 14:00～18:00 事業構想大学院大学大阪校 マーケティング思考 顧客や生活者視点に立脚したマーケティング思考について、理解を深める

11 5/21（火） 14:00～18:00 事業構想大学院大学大阪校 リサーチ＆インサイト アイデア着想と受容性の検証方法について、理解を深める

12 6/4（火） 14:00～18:00 事業構想大学院大学大阪校 ビジネスモデルと事業計画 アイデアのビジネスモデルと収支計画への変換方法について、理解を深める

13 6/18（火） 14:00～18:00 事業構想大学院大学大阪校 外部講師高話① 起業家・事業家が直面してきた経験を学び、自身の事業構想に役立てる

14 7/2（火） 14:00～18:00 事業構想大学院大学大阪校 外部講師高話② 起業家・事業家が直面してきた経験を学び、自身の事業構想に役立てる

15 7/22（月） 14:00～18:00
和歌山市民図書館
多目的ルーム

中間発表② 事業構想の核となる、対象顧客と商品・サービス、提供価値を提示する

16

17

18

19

20 9/9（月） 14:00～18:00
和歌山市民図書館
多目的ルーム

最終発表 論理性と共感性が両立した、実現性の高い事業構想を提示する

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

和歌山市民図書館
多目的ルーム

和歌山市民図書館
多目的ルーム

和歌山市民図書館
多目的ルーム

自らが考える事業構想の、ブラッシュアップを行う

8/27（火） 個人発表＆フィードバック② 自らが考える事業構想の、ブラッシュアップを行う

8/6（火） 個人発表＆フィードバック①

開催日

1/16（火） 地域フィールド視察 和歌山市の地域課題と特徴について、理解を深める

＜カリキュラム＞

＜担当教員＞

事業構想大学院大学 特任教授 小宮 信彦（こみや のぶひこ）

株式会社電通 シニア・イノベーション・ディレクター、日本マーケティング学会 
理事。左脳と右脳、オンラインとオフライン、戦略と実践等を踏まえたホリスティ
ックな新事業開発を得意とし、多様なクライアントのビジネス変革、マーケティン
グ戦略立案に豊富な実績を持つ。また、社内起業家としてISID Deloitte、電通eM1
（現、電通デジタル）、電通コンサルティング創業に参画。現在、スタートアップ
支援ならびに、2025大阪・関西万博の共創プロジェクト・プロデュースに従事。



プロジェクト期間
全20回、実施期間：2024年1月～2024年9月 各回半日程度（詳細は別ページ参照）

募集人数
6名
※募集人数を超えるお申込みがあった場合には、選考とさせていただきます。
※選考の結果は、参加可否問わず、12月15日（金）までにご連絡いたします。
※選考後の参加辞退はご遠慮くださいますよう、お願い申し上げます。
※募集人数のほか、和歌山市職員も6名参加し、12名の研究会となります。

会場
和歌山市民図書館多目的ルーム、
事業構想大学院大学 大阪校 など
オンライン参加も可能です

対象
・自社の経営資源や自身の技術を活用して、和歌山市域の発展に寄与する

新事業の創出を目指す企業等
・和歌山市域をよりよくしたいという熱い想いを持っている方
・新分野展開や、新たな収益の仕組みづくりを検討している企業等
・人脈や技術など、自社の経営資源を再定義し新事業を創出したい方
・今後、社内の中核となっていく幹部候補の方 など
※業種や企業規模は問いません。個人事業主も可能です。

  ※研究期間を通して9割以上の日程に出席できる方が参加可能です。

申込期限
締め切り：2023 年 12月 3日（日）申込書類必着

申込方法
申込書類一式（申込書、個人調書）を、以下担当宛に電子メールで提出
【送付先】
学校法人先端教育機構 事業構想大学院大学 大阪校
「共創シティ・サスティナブルわかやまプロジェクト研究」担当宛
メールアドレス: pjlab@mpd.ac.jp

研究参加費
無料  ※交通費、宿泊費等は研究員もしくは所属企業負担となります。
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募集概要



本学が申込書類を通じて取得する個人情報は、
①研究員選考、②合格者発表、③参加手続き、④本学からのお知らせ、
⑤これらに付随する業務を行う目的のみに事務局および担当教員が利用いたします。

個人情報の取り扱いについて

問い合わせ先

申込やカリキュラムに関すること
学校法人先端教育機構 事業構想大学院大学 大阪校
担当：大川、三浦
〒530-0011 大阪府大阪市北区大深町3-1 

グランフロント大阪北館タワーC10階
TEL:06-6372-8411

 E-mail: pjlab@mpd.ac.jp

プロジェクト研究事業に関すること
和歌山市役所 人事課 職員研修所
〒640-8511 和歌山県和歌市七番丁23番地
TEL：073-435-1021
E-mail：shokuinkenshu@city.wakayama.lg.jp

和歌山市

mailto:pjlab@mpd.ac.jp
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